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 東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会は、

新型コロナウイルス感染症の世界的な流行を受け、大会の

１年延期、原則無観客での開催など、過去に例のないもの

となりました。感染症の状況が見通せない中、大変厳しい

環境下での開催でしたが、困難な状況にも負けずに目標に

向かって挑戦し続けるアスリートの姿は、多くの感動を生

み、人々を勇気づけてくれました。 

 東京 1964大会以来、実に 57年ぶりの東京での開催となった本大会は、オリン

ピックには過去最多と並ぶ、パラリンピックにはリオ 2016大会を上回る国・地

域と難民選手団が参加し、感染症によって分断された世界をスポーツの力で一つ

にした大会となりました。また、選手のパフォーマンスも高く、日本はオリンピ

ックで過去最多の 58個、パラリンピックで史上２番目に多い 51個のメダルを獲

得するなど、輝かしい成績を残して大会を終えることができました。 

 本市では、開催都市東京の一員として、この大会が市民の皆様、特に子どもた

ちの心に残るように、また、ご協力をいただく方々との連携をより深めることが

できるように、平成 29（2017）年 12 月に策定した「2020 年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会に向けた立川市の取組方針」に基づき、様々な取り組み

を進めてまいりました。感染症の影響により、多くの事業が変更や中止を余儀な

くされましたが、聖火リレーにおける点火セレモニーや採火式の実施、映像やオ

ンラインを活用した市にゆかりのある選手の応援、近代３種立川大会の開催等を

通じ、賑わいの創出につなげました。 

 本報告書は、本大会を迎えるまでの様々な準備活動や開催期間中の取り組みを

記録するとともに、その成果やレガシーを後世に残すために刊行するもので、多

くの皆様にご高覧いただければ幸甚に存じます。 

 結びに、大会の開催にあたりご支援、ご協力並びにご尽力を賜りました市民の

皆様、医療従事者の皆様、関係者・関係団体の皆様に深く感謝申し上げ、御礼の

言葉といたします。 

 

                        令和４（2022）年２月 

                        立川市長  清水 庄平 
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